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=抄録= 

ホールスライドイメージ（WSI）の普及や人工知能（AI）ブームを背景として、病理画

像解析技術を応用した研究が多数報告されている。腫瘍等の病変の検知やドライバー遺

伝子変異の予測、予後の推定など、様々なタスクにおいて高い性能が示され、AIを利用

した病理診断の有用性が度々指摘されている。一方で、日常の病理診断や研究の中でこ

れらの成果が生かされる例は、特に本邦においては限定的である。このように、研究成

果の臨床実装に技術的なハードルがあり、普及の妨げとなってきた。 

筆者らのグループでは、腫瘍細胞数の計測を行うモデルや、間質性肺炎の組織解析モデ

ルを独自に構築し、これらを診断の中で利用できる体制を構築した。また、乳腺・前立

腺領域では商用の腫瘍検出モデルを導入するなど、積極的に新技術の活用を図っている。

これらの経験から、日常診断や研究において、これらの画像解析技術を導入するために

あたっての現状や課題を概説し、AI とともにある病理診断・研究の将来を展望する。 


